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平
成
二
十
五
年
第
一
回
定
例
会
は
、

二
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
ま

で
二
十
四
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

議
案
は
、
議
員
か
ら
茨
城
県
Ａ
Ｅ
Ｄ

等
の
普
及
促
進
に
関
す
る
条
例
、
知
事

か
ら
平
成
二
十
五
年
度
茨
城
県
一
般
会

計
予
算
や
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
は
、
医
療
大
学
及
び
付
属

病
院
の
機
能
強
化
、
県
北
地
域
の
振
興
、

看
護
職
員
の
再
就
業
支
援
、
事
前
防

災
・
減
災
の
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。（
二
・
三
面
）

　

一
般
質
問
は
、
在
宅
医
療
へ
の
課
題
、

県
立
石
下
紫
峰
高
等
学
校
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
ス
ク
ー
ル
へ
の
改
編
、
電
気
自
動
車

及
び
電
気
自
動
車
充
電
設
備
の
普
及
促

進
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
等
の
代
替

施
設
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

（
四
〜
六
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審

査
、
そ
の
他
所
管
事
項
に
関
す
る
質
問

を
行
い
、
私
立
学
校
へ
の
助
成
の
考
え

方
、
消
防
団
へ
の
入
団
促
進
の
取
り
組

み
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
」
手
術
の
特
長
、
茨
城
農
業
改
革
が

目
指
す
本
県
農
業
の
将
来
像
、
さ
ら
な

る
港
湾
振
興
の
必
要
性
、
通
学
路
の
危

険
箇
所
対
策
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。

（
八
・
九
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
み
ら
い
平
地

区
の
土
地
分
譲
、
禁
煙
対
策
、
医
療
機

関
の
施
設
整
備
へ
の
支
援
、
県
産
材
の

利
活
用
の
促
進
、
新
し
い
が
ん
の
治
療

法
で
あ
る
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
実
用
化
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
の
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。（
十
一
面
）

　

今
回
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
七
十

三
件
の
議
案
は
、
全
て
可
決
、
同
意
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

水郷潮来あやめまつり（潮来市）　平成25年5月18日（土）～6月23日（日）
　メイン会場の前川あやめ園には、約500種100万株の紫・白・黄の色
とりどりのあやめが一面に咲き誇ります。期間中は嫁入り舟やあやめ踊
りなど水郷ならではのイベントが数多く行われ、毎年約80万人の観光
客が訪れます。

いばらきの観光情報は「観光いばらき」ホームページでご覧いただけます。http://www.ibarakiguide.jp/

県立カシマサッカースタジアム（鹿嶋市）　
　鹿島アントラーズのホームスタジアムで、収容人員約4万人、国際試合に対応し
た日本初の本格的サッカー専用スタジアムです。2013年シーズンのJリーグが
3月に開幕しました。スタジアム内のカシマサッカーミュージアムでは、土日祝日
を中心に「カシマスタジアムバックステージツアー」を開催しています。

メロン狩り（鉾田市）　
　温暖な気候と、肥沃（ひよく）で水はけのよい大地に恵まれた鉾田市は、メロ
ンの生産量日本一を誇る本県でも有数の生産地です。ミツバチによる自然交配で
栽培された、新鮮で香り高くとても甘いメロンの収穫を体験することができます。
　場所、時期などの詳細は、鉾田市観光協会（0291-33-2111）まで。

今
定
例
会
の
概
要
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第１回定例会の
主な日程議

員　

医
療
大
学
及
び
付
属
病
院
は

県
の
機
関
ゆ
え
の
制
約
も
多
く
、
職

員
定
数
を
増
や
し
、
優
秀
な
人
材
を

確
保
し
よ
う
と
し
て
も
、
学
長
や
病

院
長
に
最
終
権
限
が
な
い
た
め
、
柔

軟
で
素
早
い
対
応
が
で
き
な
い
。
全

国
で
は
公
立
大
学
の
約
七
割
が
法
人

化
さ
れ
て
い
る
。
医
療
大
学
及
び
付

属
病
院
の
一
層
の
充
実
が
望
ま
れ
る

が
、法
人
化
の
課
題
と
今
後
の
対
応
は
。

知
事　

法
人
化
に
よ
っ
て
、
大
学
の

自
律
的
な
運
営
が
期
待
で
き
る
が
、

経
営
面
の
課
題
や
付
属
病
院
へ
の
影

響
の
検
証
な
ど
も
必
要
な
た
め
、
引

き
続
き
検
討
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
需
要

の
変
化
や
病
床
利
用
率
の
低
迷
な
ど
、

付
属
病
院
が
抱
え
る
最
優
先
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
学
長
及
び
病
院
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
改
革
に

努
め
て
い
く
。

 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底

議
員　

電
力
需
給
が
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ

く
）
す
る
中
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
普
及

拡
大
や
企
業
に
よ
る
省
エ
ネ
設
備
の

導
入
促
進
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
を
進
め
、
快
適
な
暮
ら
し
と
成
長

の
両
立
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

県
有
施
設
で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
含
め
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底
に
い
か
に
取

り
組
む
の
か
。

知
事　

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
、
い

ば
ら
き
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
省
エ
ネ
家
電
の

導
入
や
家
庭
の
省
エ
ネ
実
践
活
動
を

促
進
す
る
ほ
か
、
省
エ
ネ
診
断
や
施

設
導
入
の
融
資
な
ど
、
中
小
企
業
の

対
策
を
支
援
す
る
。
ま
た
新
設
・
更

新
す
る
信
号
機
は
、
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
信

号
機
と
し
、
道
路
照
明
で
も
、
実
施

中
の
実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
を
進
め
て
い
く
。

 

戦
略
的
な
企
業
誘
致
の
推
進

議
員　

復
興
と
活
力
あ
る
茨
城
づ
く

り
を
進
め
る
う
え
で
企
業
誘
致
の
役

割
は
大
き
い
。
震
災
後
に
落
ち
込
ん

だ
工
場
立
地
は
、
圏
央
道
沿
線
な
ど

の
大
規
模
立
地
な
ど
で
回
復
し
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
優
良
企
業
の
進
出

が
期
待
さ
れ
る
。
製
造
業
の
環
境
は

厳
し
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
戦
略

で
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に

打
ち
勝
っ
て
い
け
る
環
境
の
提
供
が

重
要
と
考
え
、
広
域
交
通
網
の
整
備

な
ど
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
今
後
は
、

高
度
な
開
発
力
が
必
要
な
製
造
・
開

発
部
門
や
、
成
長
分
野
の
企
業
な
ど

の
誘
致
に
一
層
力
を
入
れ
る
。
国
に

働
き
か
け
て
設
け
ら
れ
た
補
助
金
や

復
興
特
区
な
ど
も
活
用
し
、
県
を
挙

げ
て
企
業
誘
致
を
進
め
る
。

 

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
の
推
進

議
員　

茨
城
県
南
部
地
震
の
切
迫
性

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
耐
震
化
の
前

倒
し
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
東
日
本

大
震
災
で
は
、
緊
急
輸
送
道
路
と
し

て
高
速
道
路
網
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
た
。
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の

総
点
検
も
重
要
で
あ
る
。
県
民
の
命

を
守
る
た
め
、
災
害
に
強
い
県
土
づ

く
り
に
い
か
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

復
興
み
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
橋
り
ょ
う
の
耐

震
化
や
緊
急
輸
送
道
路
の
代
替
路
の

整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
津
波
対
策

と
し
て
、
堤
防
や
護
岸
の
か
さ
上
げ

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
防
災
の
観
点

か
ら
も
重
要
な
圏
央
道
や
東
関
道
水

戸
線
の
早
期
開
通
、
茨
城
港
な
ど
の

整
備
促
進
を
図
る
。
イ
ン
フ
ラ
施
設

の
総
点
検
を
行
い
、
早
急
に
修
繕
を

要
す
る
箇
所
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

 

茨
城
国
体
が
目
指
す
姿

議
員　

平
成
三
十
一
年
に
本
県
で
開

催
す
る
国
体
で
は
、
茨
城
ら
し
さ
を

随
所
に
発
揮
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
な
ど
、
幅

広
い
分
野
で
開
催
効
果
を
高
め
、
力

強
く
復
興
し
た
姿
を
全
国
に
示
し
、

活
力
あ
る
茨
城
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
本
県
が
目
指
す
国
体
の
姿
は
。

教
育
長　
「
い
ば
ら
き
の
魅
力
を
発

信
す
る
国
体
」
な
ど
の
四
つ
の
柱
に

基
づ
き
、
県
民
の
皆
様
の
英
知
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
て
、
準
備
に
万

全
を
期
し
、「
生
活
大
県
い
ば
ら
き
」

の
実
現
に
つ
な
が
る
国
体
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
原
子
力
政
策
、
科
学
技

術
の
振
興
、農
業
振
興
な
ど
も
質
問
）

細谷　典幸 議員
いばらき自民党
稲 敷 市 選 出  
一括方式

　

近
年
、
登
下
校
中
の
児
童
生
徒
が
巻
き
込
ま
れ
る
痛
ま
し
い
事
故
が

多
発
し
て
お
り
、
本
県
に
お
い
て
も
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
緊
急
合
同
点

検
の
結
果
、千
八
百
を
超
え
る
危
険
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
で
あ
る
べ
き
通
学
路
が
危
険
な
状
態
に
あ
る
こ
と
は
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
通
学
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
交
通
弱
者
で
あ
る

障
害
者
や
高
齢
者
の
方
な
ど
、
地
域
の
生
活
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
に
も
、
交
通
安
全
を
損
な
う
危
険
を
着
実
に
取
り
除
き
、
通
学
路
の

安
全
確
保
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
登
下
校
中
の
児
童
生
徒
が
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
の

被
害
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
の
対
策
も
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
通
学
児
童
生
徒
な
ど
を
事
故
や
事
件
の
被
害
か
ら
守
り
、

暮
ら
し
の
中
の
安
全
と
安
心
が
一
層
高
ま
る
よ
う
な
諸
施
策
の
あ
り
方

に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る
た
め
、
三
月
二
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
通
学
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
委
員
構
成
は
十
六
名
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
通
学
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か

ら
分
割
方
式
が
導
入
さ
れ
、
議
員
は

い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
す
べ
て
に
つ
い
て
一
括

し
て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁

を
求
め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問

し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め

る
方
式
。 

質
問
方
式
に
つ
い
て

医
療
大
学
及
び
付
属
病
院
の
機
能

強
化

委
員
長　
　

小
川　
　

一
成

副
委
員
長　
　

荻
津　
　

和
良

委　
　

員　
　

海
野　
　
　

透

　
　

〃　
　
　

葉
梨　
　
　

衛

　
　

〃　
　
　

森
田　
　

悦
男      

　
　

〃　
　
　

山
岡　
　

恒
夫      

　
　

〃　
　
　

小
田
木　

真
代

　
　

〃　
　
　

伊
沢　
　

勝
徳 

委　
　

員　
　

石
田 　

  　

進

　
　

〃　
　
　

舘　
　
　

静
馬

　
　

〃　
　
　

萩
原　
　
　

勇

　
　

〃　
　
　

島
田　
　

幸
三

　
　

〃　
　
　

星
田　
　

弘
司

　
　

〃　
　
　

佐
藤　
　

光
雄

　
　

〃　
　
　

川
口　
　

政
弥      

　
　

〃　
　
　

高
崎　
　
　

進      
 

一層の充実が望まれる県立医療大学（阿見町）

３
月
４
日（
月
）

　

細ほ
そ
や谷　

　

典の
り
ゆ
き幸

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

修
し
ゅ
う
へ
い平

（
民　

 　

主　

 　

党
）

３
月
５
日（
火
）

　

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む（

公　
　

 

明　

 　

党
）

●
質
問
者

代表質問（要旨）

　平成25年第1回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■２月27日（水）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■３月４日（月）　 本　　会　　議
　　　５日（火） （代表質問・質疑）

■３月６日（水）　 本　　会　　議
　　　７日（木） （一般質問・質疑）
　　　８日（金）

■３月12日（火）　 常 任 委 員 会
　　　13日（水）
　　　14日（木）

■３月15日（金）　 本　　会　　議
（予算関係議案常任委員長報告等）

■３月18日（月）　 予算特別委員会
　　　19日（火）

■３月22日（金）　 本　　会　　議
（委員長報告、採決、閉会）
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代表質問（要旨）

【お問い合わせ先】電話  029-301-5634　FAX 029-301-5629

 

県
北
地
域
の
振
興

議
員　

人
口
減
少
時
代
の
中
、
特
に
、

県
北
地
域
の
減
少
が
目
立
つ
。
県
北

地
域
の
振
興
は
県
政
の
最
重
要
課
題

だ
が
、
効
果
が
見
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
知
事
二
十
年
間
の
県
北
振
興
の

総
括
と
今
後
の
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

知
事　

発
展
基
盤
の
整
備
、
産
業
の

活
性
化
、
医
療
福
祉
の
充
実
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
交
流
拡
大
な
ど
の

施
策
を
講
じ
、
県
北
地
域
の
発
展
に

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
今
後

も
企
業
誘
致
、
産
業
の
育
成
、
原
発

事
故
の
風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
、
観

光
客
の
誘
致
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

平
成
二
十
五
年
度
は
、
県
北
地
域
の

活
性
化
方
策
の
検
討
会
を
開
催
す
る
。

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

議
員　

震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
を
ど
の
よ
う
に
総
括
し
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

知
事　

社
会
基
盤
の
復
旧
は
進
み
、

企
業
誘
致
に
も
明
る
い
動
き
が
見
ら

れ
る
が
、
原
発
事
故
の
影
響
が
残
っ

て
い
る
の
で
、
茨
城
マ
ル
シ
ェ
や
い

ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
を
通
じ
た
情
報
発
信
や

農
林
水
産
物
の
販
路
拡
大
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
放
射
線
量
に
関

す
る
正
確
な
情
報
の
発
信
や
疫
学
的

調
査
の
実
施
を
国
に
求
め
る
な
ど
、

風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
と
県
民
の
不

安
解
消
に
努
め
る
。
さ
ら
に
、
災
害

に
強
い
県
土
づ
く
り
を
進
め
る
。

 

中
小
企
業
支
援

議
員　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
が

三
月
で
終
了
す
る
。
金
融
機
関
の
貸

し
渋
り
や
融
資
条
件
の
厳
格
化
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

知
事　

国
は
、
法
の
終
了
後
も
対
応

に
努
め
る
よ
う
金
融
機
関
を
指
導
し

て
お
り
、
金
融
機
関
も
貸
付
や
条
件

変
更
に
こ
れ
ま
で
ど
お
り
対
応
す
る
。

県
で
も
、
金
融
機
関
を
訪
問
し
対
応

を
要
請
し
た
。
ま
た
、
借
換
融
資
枠

の
確
保
、
経
営
改
善
の
支
援
な
ど
を

通
じ
、
不
安
の
払
し
ょ
く
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
地
方
分
権
、
い
じ
め
・

体
罰
問
題
へ
の
首
長
の
関
与
な
ど
も

質
問
）

議
員　

本
県
の
看
護
職
員
の
数
は
全

国
平
均
以
下
で
あ
り
、
特
に
県
西
地

域
は
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。
即
効
性

の
あ
る
看
護
職
員
の
確
保
対
策
と
し

て
、
資
格
を
持
ち
な
が
ら
現
在
働
い

て
い
な
い
潜
在
看
護
職
員
の
再
就
業

支
援
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

知
事　

県
西
地
域
の
潜
在
看
護
職
員

が
再
就
業
で
き
る
よ
う
結
城
看
護
専

門
学
校
を
活
用
し
再
就
業
支
援
研
修

を
行
う
。
具
体
的
に
は
県
看
護
協
会

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
講
義
研
修

や
、
地
域
の
医
療
機
関
な
ど
の
協
力

を
得
な
が
ら
実
務
研
修
を
実
施
す
る
。

加
え
て
、
地
域
医
療
再
生
基
金
を
活

用
し
、
研
修
期
間
中
の
賃
金
相
当
分

を
負
担
す
る
な
ど
、
再
就
業
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

産
業
技
術
専
門
学
院
の
充
実

議
員　

産
業
技
術
専
門
学
院
が
、
即

戦
力
と
な
る
人
材
を
企
業
へ
送
り
出

す
た
め
に
は
、
時
代
や
企
業
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
訓
練
体
制
な
ど

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

知
事　

訓
練
科
の
内
容
や
体
制
の
見

直
し
を
進
め
、
訓
練
機
器
の
計
画
的

な
整
備
を
図
り
な
が
ら
訓
練
機
能
の

よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
る
。
企
業

や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

県
の
も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え
る
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

筑
波
大
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
開

発
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
の
よ
う

に
介
護
・
医
療
な
ど
に
役
立
つ
ロ

ボ
ッ
ト
の
実
用
化
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

つ
く
ば
に
お
い
て
ロ
ボ
ッ
ト

の
安
全
認
証
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
一
大
拠
点
と
し
て

い
き
た
い
。
医
療
で
の
活
用
も
期
待

さ
れ
る
の
で
、
平
成
二
十
五
年
度
は

県
立
医
療
大
学
で
治
験
事
業
に
着
手

す
る
。
ま
た
、
つ
く
ば
国
際
戦
略
総

合
特
区
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
普
及
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
立
高
校
の
再
編
整
備
、

農
業
大
県
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組

み
、
犯
罪
抑
止
対
策
な
ど
も
質
問
）

 

事
前
防
災
・
減
災
の
今
後
の
取
り
組
み

議
員　

防
災
・
減
災
に
向
け
、
早
急

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、

防
災
・
減
災
総
点
検
の
実
施
に
よ
る

事
業
の
必
要
性
の
再
検
証
な
ど
、
こ

れ
ま
で
と
違
う
取
り
組
み
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
安
全
安
心

な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、事
前
防
災
・

減
災
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

国
の
防
災
・
安
全
交
付
金
な

ど
を
活
用
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
総
点
検

を
速
や
か
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
性
の
高
い
箇
所
の
修
繕
を
行
う

な
ど
、
各
事
業
の
優
先
度
や
必
要
性

を
考
慮
し
な
が
ら
、
防
災
・
減
災
対

策
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

 

県
立
学
校
の
耐
震
化

議
員　

生
徒
の
安
全
・
安
心
の
確
保

の
た
め
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
促

進
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
県
立
学

校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
国
が

公
共
施
設
の
耐
震
化
な
ど
の
た
め
新

た
に
創
設
し
た
防
災
・
安
全
交
付
金

の
活
用
を
含
め
、
今
後
の
対
応
は
。

教
育
長　

交
付
金
の
活
用
に
よ
る
前

倒
し
や
、
県
当
初
予
算
の
大
幅
増
に

よ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
中
に
Ｉ
ｓ

値
※
０
・
３
未
満
の
建
物
の
耐
震
補

強
工
事
と
全
て
の
建
物
の
耐
震
設
計

が
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
も

耐
震
化
の
早
期
完
了
に
努
め
て
い
く
。

 

文
化
芸
術
の
振
興

議
員　

文
化
芸
術
活
動
の
振
興
に
は
、

環
境
の
整
備
や
支
援
体
制
の
充
実
、

さ
ら
に
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
柱
と

な
る
条
例
の
制
定
が
必
要
と
考
え
る

が
、
条
例
化
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で

の
検
討
内
容
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

こ
れ
ま
で
、
有
識
者
な
ど
の

意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、
他
県
の
状

況
を
調
査
す
る
な
ど
、
検
討
を
進
め

て
き
た
。
今
後
は
、
条
例
化
に
向
け

て
、
有
識
者
な
ど
に
よ
る
検
討
会
を

設
置
し
、
本
県
に
ふ
さ
わ
し
い
条
例

を
作
る
た
め
の
検
討
を
進
め
る
と
と

も
に
、
気
運
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

(

ほ
か
に
、
学
校
給
食
に
お
け
る
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
、
障
害
者
へ
の
支
援

な
ど
も
質
問)

長谷川　修平 議員
民 　 主 　 党
日 立 市 選 出  
分割方式

高崎　　進 議員
公 　 明 　 党
水 戸 市 選 出
一括方式

臼井　平八郎 議員
自民県政クラブ
結 城 市 選 出  
一括方式

生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
の

推
進

　本会議が開かれているときには、会議を傍聴すること
ができます。傍聴を希望される方は、県議会議事堂の傍
聴受付で手続きを行い、入場してください。
　県民の皆さんが選んだ代表者が、どのようなことをど
のように審議しているのかをご覧いただけます。
　また、手話通訳を希望される方は、傍聴を希望する日
の一週間前までに、議会事務局へ申し込んでください。
　詳細については、県議会事務局議事課にお問い合わせ
ください。

看
護
職
員
の
再
就
業
支
援

※【Is値（構造耐震指標）】…建物の耐震性能を表す指標であり、地震力に対する建物の強度、建物の靱性（変形能力、粘り強さ）が大きいほど、この指標も大きくなる。ことば

県北地域の発展を支える茨城港日立港区

公共インフラの総点検を（千歳橋点検の状況：水戸市）

再就業支援研修を行う結城看護専門学校

県議会を傍聴しませんか
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在
宅
医
療
へ
の
課
題

議
員　

地
域
に
お
け
る
医
療
や
介
護
の

連
携
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、

在
宅
医
療
を
ど
う
進
め
る
の
か
。
ま
た
、

家
族
に
頼
れ
な
い
高
齢
者
に
対
し
、
在

宅
で
の
生
活
を
ど
う
支
援
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

県
内
五
地
域
で
医
師

な
ど
の
多
職
種
に
よ
る
協
議
の
場
を
定

期
的
に
開
催
し
、
在
宅
医
療
・
介
護
の

連
携
上
の
課
題
の
抽
出
や
対
応
策
の
検

討
を
行
う
。
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す

る
全
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
新
し
い
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

 

中
小
企
業
の
海
外
展
開
支
援

議
員　

海
外
展
開
を
進
め
る
中
小
企
業

に
対
し
、
販
路
拡
大
に
向
け
た
制
度
な

ど
に
関
す
る
情
報
提
供
や
資
金
調
達
な

ど
の
支
援
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

中
小
企
業
振
興
公
社

に
窓
口
を
設
置
し
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

ジ
ェ
ト
ロ
な
ど
と
連
携
し
輸
出
の
取
り

組
み
事
例
や
貿
易
実
務
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
五

年
度
か
ら
、
海
外
営
業
所
の
設
置
な
ど

に
要
す
る
経
費
を
融
資
対
象
に
加
え
る

な
ど
資
金
調
達
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

耕
作
放
棄

地
対
策
の

推
進
、復
旧
・

復
興
へ
の

対
応
な
ど

も
質
問
）

議
員　

地
球
温
暖
化
対
策
に
有
効
な
電

気
自
動
車
の
普
及
の
た
め
に
は
、
充
電

設
備
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
国
の
補

助
金
を
活
用
し
今
後
ど
の
よ
う
に
整
備

促
進
し
て
い
く
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

都
道
府
県
が
策
定
す

る
整
備
計
画
に
基
づ
く
設
置
に
は
補
助

率
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
速
や
か
に

計
画
を
策
定
し
、
民
間
事
業
者
な
ど
に

積
極
的
な
活
用
を
働
き
か
け
て
い
く
。

高
速
道
路
や
観
光
地
な
ど
、
効
果
的
な

設
置
場
所
の
検
討
を
行
い
、
県
内
に
百

五
十
基
の
設
置
を
目
指
し
て
い
く
。

 

県
営
住
宅
入
居
の
あ
り
方

議
員　

母
子
家
庭
や
高
齢
者
世
帯
の
増

加
な
ど
に
よ
り
真
に
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
人
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

古
い
県
営
住
宅
の
有
効
活
用
や
入
居
に

当
た
っ
て
の
優
遇
制
度
の
柔
軟
な
運
用

が
必
要
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長　

入
居
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
居
住
環
境
の
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、

真
の
住
宅
困
窮
者
の
入
居
に
つ
い
て
は
、

別
枠
で
の
募
集
戸
数
の
拡
大
や
当
選
確

率
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
な
ど
、
優
遇

制
度
の
柔
軟

な
見
直
し
を

進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

原
子
力
行
政
、

偕
楽
園
の
魅

力
向
上
な
ど

も
質
問
）

福地　源一郎 議員
いばらき自民党
日 立 市 選 出
一括方式

議
員　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
の
第
二

次
県
立
高
等
学
校
再
編
整
備
中
期
実
施

計
画
に
お
い
て
、
石
下
紫
峰
高
校
を
ア

ク
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
へ
改
編
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
方
向
性
と
具
体

的
な
取
り
組
み
方
は
。

教
育
長　

十
分
単
位
の
短
時
間
授
業
の

導
入
に
よ
る
基
礎
学
力
の
向
上
、
職
業

に
関
す
る
多
彩
な
選
択
科
目
の
開
設
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
、
和
太
鼓
や
ダ

ン
ス
な
ど
の
授
業
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

議
員　

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
や
建
設
重

機
な
ど
の
盗
難
被
害
が
県
西
地
域
を
中

心
に
多
発
し
て
い
る
。
盗
難
防
止
対
策

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

警
察
本
部
長　
「
自
動
車
盗
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
検
挙

活
動
を
強
力
に
進
め
て
い
る
。
事
業
所

へ
は
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

な
ど
の
整
備
を
、
ユ
ー
ザ
ー
に
は
Ｇ
Ｐ

Ｓ
や
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
※
な
ど
の
防
犯

機
器
の
活
用
を
働
き
か
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

東
南
ア
ジ
ア

へ
の
県
事
務

所
の
設
置
、

県
道
高
崎
坂

東
線
バ
イ
パ

ス
の
整
備
な

ど
も
質
問
）

議
員　

Ｕ
Ｐ
Ｚ
※
内
の
市
町
村
は
、
原

子
力
事
故
に
対
応
す
る
た
め
、
放
射
線

な
ど
の
専
門
的
な
知
識
を
有
し
事
故
に

備
え
る
責
任
が
あ
る
。
各
市
町
村
の
事

故
対
応
レ
ベ
ル
向
上
や
相
互
連
携
の
た

め
、県
は
中
心
的
役
割
を
担
う
べ
き
で
は
。

生
活
環
境
部
長　

市
町
村
の
原
子
力
防

災
関
係
者
を
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
な
ど
が
実
施
す
る
研
修
に
県
の
費

用
で
派
遣
す
る
ほ
か
、
原
子
力
災
害
時

に
迅
速
で
適
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

関
係
市
町
村
と
総
合
的
な
防
災
訓
練
を

実
施
し
防
災
能
力
向
上
を
支
援
す
る
。

 

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
等
の
代
替
施
設

議
員　

本
県
で
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
に
県
庁

が
存
在
し
、
万
が
一
の
と
き
オ
フ
サ
イ

ト
セ
ン
タ
ー
と
県
庁
の
両
方
の
機
能
を

失
う
可
能
性
が
あ
る
が
未
だ
解
決
策
が

示
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
代
替
施
設
は
。

生
活
環
境
部
長　

代
替
オ
フ
サ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
の
具
体
的
な
設
置
方
針
や
財
政

措
置
は
国
か
ら
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
早

期
に
方
針
を
示
す
よ
う
求
め
る
。
一
方
、

県
庁
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
機
能

移
転
の
方
策
を
定
め
て
お
く
な
ど
早
急

に
業
務
継
続

計
画
の
策
定

に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
原

子
力
政
策
、

核
燃
料
等
取

扱
税
改
定
な

ど
も
質
問
）

舘　　静馬 議員
いばらき自民党
水 戸 市 選 出
分割方式

下路　健次郎 議員
いばらき自民党
那 珂 郡 選 出
一括方式 

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常 総 市 選 出
分割方式

県
立
石
下
紫
峰
高
等
学
校
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
へ
の
改
編

福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟
五
県
議
会

議
長
会
を
開
催

　

一
月
三
十
一
日
〜
二
月
一
日
、
新
潟
市
に
お
い
て
、
第
八
回
福
島
・

茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟
五
県
議
会
議
長
会
が
開
催
さ
れ
、
白
田

信
夫
議
長
と
藤
島
正
孝
副
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、「
防
災
面
で
の
広
域
的
な
連
携
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
協
議
が
行
わ
れ
、
内
閣
府
の
防
災
担
当
官
か
ら
首
都
直
下

地
震
対
策
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
後
、
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
避
難
者
へ
の
対
応
や
広
域

連
携
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
各

県
か
ら
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
白
田
議
長

が
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
本
県

の
被
害
状
況
を
説
明
し
、
継
続

的
な
中
小
企
業
支
援
、
風
評
被

害
対
策
、
通
信
網
整
備
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
及
び
建
設
重
機

な
ど
の
盗
難
防
止
対
策

電
気
自
動
車
及
び
電
気
自
動
車
充
電

設
備
の
普
及
促
進

Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
の
市
町
村
に
対
し
県
が

果
た
す
役
割

※【UPZ（緊急防護措置計画範囲）】…環境モニタリングの結果などに基づき、避難、屋内退避などを準備する区域。おおむね30km。
ことば ※【イモビライザー】…電子的なキーの照合システムによって、専用のキー以外ではエンジンの始動ができないという自動車盗難防止システムのこと。

提供体制の早急な整備が
求められている在宅医療

社会人講師による体験学習
（石下紫峰高校のダンスの授業）

普及が望まれる電気自動車充電設備
（つくば市役所：つくば市提供）

茨城県原子力オフサイトセンター
（ひたちなか市）意見を述べる白田信夫議長（右側は藤島正孝副議長）

一般質問（要旨）

３
月
６
日（
水
）

　

福ふ
く
ち地　

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男　

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

舘た
ち　

　
　

静し
ず
ま馬　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

下し
も
じ路　

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
７
日（
木
）

　

村む
ら
か
み上　

　

典の
り
お男　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

荻お
ぎ
つ津　

　

和か
ず
よ
し良　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

田た
む
ら村　

け
い
子こ　
（
公　
　
　

明　
　
　

党
）　　

　

鈴す
ず
き木　

　

定さ
だ
ゆ
き幸　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
８
日（
金
）

　

萩は
ぎ
わ
ら原　

　
　

勇
い
さ
む　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子　
（
民　
　
　

主　
　
　

党
）　　

　

先ま

﨑さ
き　

　
　

光
ひ
か
る　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

小お

だ

ぎ
田
木　

真ま
さ
よ代　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

っ
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一般質問（要旨）

 

体
感
治
安
の
改
善

議
員　

体
感
治
安
を
改
善
し
、「
茨
城

は
安
全
」
と
県
民
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
警
察
の
犯
罪
抑
止
対
策
だ
け

で
は
な
く
、
全
庁
を
あ
げ
て
の
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。 

知
事　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

に
お
い
て
、
子
供
の
保
護
者
や
女
性
、

高
齢
者
な
ど
様
々
な
方
々
に
、
体
感
治

安
の
改
善
に
資
す
る
取
り
組
み
を
検
討

し
て
も
ら
う
な
ど
、
み
ん
な
で
知
恵
を

出
し
合
い
、
関
係
機
関
、
団
体
な
ど
の

協
力
も
得
な
が
ら
全
庁
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

 

県
畜
産
試
験
場
跡
地
の
利
活
用

議
員　

県
畜
産
試
験
場
跡
地
の
利
活
用

が
、
笠
間
市
の
み
な
ら
ず
県
央
地
域
全

体
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
早
期

に
道
筋
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

知
事　

雨
水
排
水
処
理
施
設
整
備
に
目

途
が
立
っ
た
の
で
、
早
期
に
利
活
用
を

図
り
た
い
。
医
科
大
学
な
ど
の
誘
致
に

つ
い
て
は
、
国
の
医
学
部
新
設
な
ど
の

検
討
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
直
ち
に
利
活
用
に
結
び
つ
く
こ
と

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
国
の
動
向
な

ど
も
見
定
め
つ
つ
、
議
会
や
地
元
笠
間

市
と
調
整
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

障
害
者
権
利
条
例
の
制
定

議
員　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
お

互
い
の
立
場
を
尊
重
し
合
い
、
支
え
あ

い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出

来
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
条
例
を
制

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
部
長　

差
別
の
な
い
社
会
の

実
現
に
は
、
県
民
の
意
識
の
醸
成
も
有

効
で
あ
る
。
障
害
者
の
方
々
の
思
い
を

真
摯
（
し
ん
し
）
に
受
け
止
め
、
広
く

県
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
議
員
の

熱
い
思
い
を
で
き

る
限
り
後
押
し
し

て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
涸
沼

を
活
用
し
た
地
域

振
興
、
学
校
に
お

け
る
食
育
な
ど
も

質
問
）

 

農
業
分
野
の
研
究
開
発

議
員　

本
県
農
業
の
発
展
の
た
め
に
は
、

国
の
研
究
機
関
な
ど
と
の
連
携
・
協
力

の
ほ
か
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
海
外
先
進
事

例
に
学
ぶ
こ
と
も
必
要
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
研
究
開
発
に
取
り
組
む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

県
以
外
の
研
究
機
関

と
の
連
携
・
協
力
の
推
進
や
、
先
進
事

例
の
幅
広
い
調
査
、
情
報
収
集
な
ど
に

努
め
、
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
研
究
開

発
に
生
か
し
競
争
力
の
強
い
本
県
農
業

の
実
現
に
つ
な

げ
る
。

（
ほ
か
に
、
身

体
障
害
者
用
駐

車
場
の
適
切
な

利
用
啓
発
、
県

道
大
洗
友
部
線

の
整
備
な
ど
も

質
問
）

議
員　

常
陸
大
宮
市
で
は
「
道
の
駅
」

を
国
道
一
一
八
号
沿
い
に
整
備
す
べ
く
、

昨
年
七
月
に
候
補
地
を
選
定
し
た
。
県

は
こ
の
「
道
の
駅
」
の
整
備
に
関
し
て
、

い
か
な
る
支
援
が
で
き
る
の
か
。

土
木
部
長　

支
援
策
は
、
今
後
、
市
の

基
本
計
画
の
策
定
の
中
で
、
施
設
の
内

容
な
ど
と
と
も
に
具
体
的
に
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
県
と
し
て
は
基
本
計

画
の
策
定
に
積
極
的
に
参
画
し
、
他
の

事
例
な
ど
も
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
計
画

と
な
る
よ
う
適
切
な
助
言
を
行
う
な
ど
、

実
現
に
向
け
て
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

 

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

議
員　

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、
子
ど
も
の
権
利
を
侵
害
す

る
体
罰
、
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
の

犠
牲
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
子
ど

も
の
権
利
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を

強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。 

知
事　

体
罰
、
い
じ
め
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
・
早
期
発
見
の
た
め
、
教
職

員
な
ど
に
対
し
て
研
修
を
実
施
す
る
ほ

か
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
て
い

く
。
ま
た
、
子
ど
も
の
人
権
に
対
す
る

県
民
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
関

係
機
関
連
携
の
う
え
進
め
て
い
く
。

 

親
学
の
全
県
的
推
進

議
員　

乳
幼
児
期
の
親
の
か
か
わ
り
方

が
子
ど
も
の
成
長
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
。
親
に
な
る
た
め
の
学
び
、
親
と

し
て
の
学
び
で
あ
る
「
親
学
」
を
活
用

し
た
何
ら
か
の
関
与
が
必
要
で
は
。

教
育
長　

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す

る
「
家
庭
の
教
育
力
向
上
委
員
会
」
の

議
論
を
踏
ま
え
、
乳
幼
児
の
親
に
対
す

る
家
庭
教
育
支
援
の
た
め
の
施
策
を
検

討
し
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
親
の

学
び
を
全
県
的
に

推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
市
町

村
合
併
十
年
に
お

け
る
国
、
県
の

フ
ォ
ロ
ー
、
県
産

材
の
安
定
流
通
と

出
口
戦
略
な
ど
も

質
問
）

 

保
育
行
政
の
拡
充

議
員　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
保
育
所

の
待
機
児
童
の
解
消
は
特
に
重
要
で
あ

る
。
安
心
し
て
、
仕
事
も
子
育
て
も
頑

張
れ
る
社
会
を
目
指
し
、
今
後
ど
の
よ

う
に
保
育
行
政
を
拡
充
し
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、
保
育
所
を
集

中
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
延
長
保

育
や
病
児
・
病
後
児
保
育
の
実
施
を
促

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
や
専
門
的
な
研
修
の
実
施
に
よ
り
、

保
育
の
質
と
量

の
両
面
か
ら
充

実
を
図
っ
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
地

球
温
暖
化
対
策
、

男
女
共
同
参
画

社
会
の
推
進
な

ど
も
質
問
）

村上　典男 議員
いばらき自民党
笠 間 市 選 出
一括方式

田村　けい子 議員
公　　明　　党
つくば市選出  
一括方式

荻津　和良 議員
いばらき自民党
東茨城郡南部選出 
一括方式

鈴木　定幸 議員
いばらき自民党
常陸大宮市選出 
一括方式

常
陸
大
宮
市
道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
支
援
の
あ
り
方

あ
な
た
の
声
を
県
議
会
に
!

　

請
願
・
陳
情
は
、
県
民
の
皆
様
の
要
望
や
意
見
を
県
政
に
反
映
さ

せ
る
大
切
な
制
度
で
す
。

　

議
員
の
紹
介
の
あ
る
も
の
を
請
願
、な
い
も
の
を
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

受
理
し
た
請
願
は
、
所
管
の
委
員
会
で
審
査
し
、
本
会
議
で
採
決

し
ま
す
。
本
会
議
で
の
採
否
の
結
果
は
、
請
願
者
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
採
択
さ
れ
た
請
願
の
う
ち
、
執
行
機
関
に
お
い
て
処
理
す
る

こ
と
が
適
当
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
知
事
等
に
送
付
し
、
処

理
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

　

陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
参
考
送
付
さ
れ
議
案
等
の
審
査
の
際

の
参
考
に
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
議
事
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

請
願
（
陳
情
）
の
主
な
流
れ

請
願
書
の
提
出

陳
情
書
の
提
出

議
長（
議
会
事
務
局
）が
受
理  

・  

文
書
表（
一
覧
表
）作
成

付　
　

託

参
考
送
付

委　
　
　
　
　

員　
　
　
　
　

会

本
会
議
へ
審
査
結
果
報
告

本
会
議
で
審
議
・
採
決

採　

択

不
採
択

執
行
機
関
へ
送
付

処
理
の
経
過
及
び

結
果
報
告
を
要
求

請
願
者（
代
表
者
）に

審
議
結
果
を
通
知

議会事務局議事課
電話  029（301）5634
FAX  029（301）5629

小学校で行った防犯教室
農業分野の研究開発を（写真は夜間照
明技術を活用したコギクの電照栽培）

さらなる整備が求められる保育所
整備が期待される道の駅

（写真は道の駅「奥久慈だいご」）

県議会の
情報公開について
県議会情報公開制度は、広く
開かれた県議会の実現のため、
公文書を開示、提供する制度
です。インターネットを利用
した開示請求もできるように
なっています。

お問い合わせ先

議会事務局総務課
電話 029-301-5613

https://www1.asp-ibaraki.jp/
e-home/SinseiPortal/toppage.do
※茨城県議会ホームページからも
　アクセスできます。 

「いばらき電子申請・
届出サービス」 お問い合わせ先



いばらき県議会だより No.1832013年（平成25年）4月21日（日曜日） 6

 

女
性
の
貧
困
対
策

議
員　

男
女
共
同
参
画
が
進
展
す
る
中
、

女
性
の
相
対
的
貧
困
率
※
は
高
く
、
特

に
高
齢
単
身
女
性
と
母
子
世
帯
は
五
割

を
超
え
、
そ
の
貧
困
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
ど
う
対
策
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

職
業
訓
練
の
費
用
を
補
助
す
る

「
子
育
て
マ
マ
再
就
職
支
援
事
業
」
や

「
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
な
ど
の
就
労
支
援
の
ほ

か
、
生
活
面
の
支
援
施
策
に
引
き
続
き

取
り
組
み
、
女
性
が
貧
困
に
陥
る
こ
と

な
く
、
男
女
が
平
等
に
働
き
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員　

十
五
ヶ
月
予
算
の
執
行
に
当
た

り
懸
念
さ
れ
る
資
材
や
労
務
の
価
格
高

騰
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
労
働
者
を
確
保

す
る
た
め
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

資
材
単
価
の
随
時
改
定
や
単
品

ス
ラ
イ
ド
制
度
※
の
周
知
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
労
務
単
価
の
改
定
に
つ
い
て
、

国
と
協
議
す
る
。
ま
た
、
工
事
発
注
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
な
執
行
を
図
る
。

さ
ら
に
、
建
設
産
業
の
魅
力
発
信
や
適

正
な
賃
金
水
準
を
確
保
す
る
な
ど
建
設

業
へ
の
就
業
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

議
員　

県
西
地
域
の
人
口
減
少
は
顕
著

で
あ
る
一
方
、
筑
西
市
出
身
の
板
谷
波

山
、
本
場
結
城
紬
、
桐
下
駄
な
ど
伝
統

工
芸
品
や
農
産
物
な
ど
素
材
は
数
多
い
。

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
は
。

企
画
部
長　

も
う
か
る
農
業
の
実
現
、

企
業
誘
致
活
動
な
ど
「
産
業
の
活
性
化

と
働
く
場
の
確
保
」、
市
町
の
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
の
支
援
な
ど
「
交
流

人
口
の
拡
大
」
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
市
町
と
連
携
し
、
県
西
地
域
の

に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
新
中

核
病
院
の
今
後

の
対
策
、
命
の

教
育
の
充
実
な

ど
も
質
問
）

 

危
険
箇
所
の
交
通
安
全
対
策

議
員　

通
学
路
や
交
差
点
な
ど
の
危
険

箇
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
声
な
ど
に

耳
を
傾
け
、
地
域
の
交
通
事
情
に
合
っ

た
規
制
で
、
事
故
抑
止
に
つ
な
げ
て
も

ら
い
た
い
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

警
察
本
部
長　

緊
急
合
同
点
検
で
対
策

が
必
要
な
通
学
路
の
交
通
安
全
施
設
を

計
画
的
に
整
備
す
る
ほ
か
、
交
差
点
な

ど
の
危
険
箇
所
は
、
道
路
管
理
者
と
連

携
し
所
要
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
今

後
と
も
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、

実
現
可
能
な
場

所
か
ら
整
備
を

進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
牛

久
沼
の
水
質
保

全
、
国
体
に
向

け
た
選
手
育
成

な
ど
も
質
問
）

議
員　

政
権
交
代
で
指
定
廃
棄
物
※
最

終
処
分
場
候
補
地
選
定
の
プ
ロ
セ
ス
が

見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
知
事
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
県
が
積
極

的
に
関
与
し
問
題
解
決
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

国
の
検
証
結
果
や
今
後
の
方
針

は
お
お
む
ね
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
市
町
村
長
会
議
が
早
期
に
開
催

で
き
る
よ
う
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、

国
と
市
町
村
の
間
に
立
ち
相
互
理
解
の

促
進
に
協
力
す
る
。
ま
た
私
も
会
議
に

出
席
す
る
つ
も
り
で
い
る
。

 

北
関
東
担
当
部
門
の
必
要
性

議
員　

将
来
の
戦
略
な
ど
を
考
え
る
た

め
、
北
関
東
エ
リ
ア
の
様
々
な
情
報
を

収
集
・
分
析
し
、
今
後
の
県
政
発
展
に

活
か
す
戦
略
を
総
括
的
に
練
る
部
門
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
知
事
の
考
え
は
。

知
事　

北
関
東
道
で
結
ば
れ
た
北
関
東

エ
リ
ア
に
特
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
よ

り
広
い
視
点
に
立
っ
た
戦
略
を
練
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
情
報
の
収
集
に
努

め
、
私
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
の
分
析
・

活
用
を
図
り
、
本
県
が
発
展
し
て
い
く

た
め
の
ト
ー
タ
ル
な
戦
略
を
練
り
、

様
々
な
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
。

 

体
罰
問
題

議
員　

体
罰
の
定
義
が
曖
昧
な
中
、
現

場
の
教
職
員
が
体
罰
を
意
識
す
る
あ
ま

り
指
導
に
お
い
て
萎
縮
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
。
児
童
生
徒
に
対
し
毅
然

と
指
導
に
あ
た
る
た
め
の
支
援
体
制
は
。

教
育
長　

体
罰
に
係
る
認
識
の
教
員
間

で
の
共
有
化
や
問
題
発
生
時
に
学
校
全

体
で
迅
速
に
対
応
す
る
体
制
の
構
築
が

大
事
で
あ
る
。
体
罰
の
実
例
や
発
生
後

の
対
処
方
法
を
盛
り
込
ん
だ
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
な
ど
学
校
を
支
援
す
る
。

（
ほ
か
に
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に

基
づ
く
生
活
大

県
づ
く
り
の
成

果
、
地
方
公
務

員
の
給
与
等
の

減
額
問
題
な
ど

も
質
問
）

 

通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
普
及
推
進

議
員　

子
ど
も
た
ち
の
頭
部
を
守
る
た

め
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
防
災
用
、
通
学
用
、

さ
ら
に
自
転
車
事
故
防
止
に
も
使
え
ば

一
石
三
鳥
の
効
果
が
あ
る
。
普
及
推
進

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

県
で
は
平
成
二
十
四
年
度
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
有
効
性
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
「
学
校
保
健
・
学
校
安
全
管

理
の
手
引
き
」
を
作
成
し
た
。
こ
れ
ま

で
も
各
種
研
修
会
な
ど
で
周
知
し
て
い

る
が
、
引
き
続
き
各
学
校
へ
の
周
知
を

徹
底
す
る
。

（
ほ
か
に
、
北
関
東
道
の
活
用
に
よ
る

地
域
振

興
、
不

審
者
対

策
な
ど

も
質
問
）

萩原　　勇 議員
いばらき自民党
龍ケ崎市選出
一括方式

先﨑　　光 議員
いばらき自民党
那 珂 市 選 出  
分割方式

設楽　詠美子 議員
民 　 主 　 党
筑 西 市 選 出  
分割方式

小田木　真代 議員
いばらき自民党
高 萩 市 選 出  
分割方式

※【単品スライド制度】…工事請負契約後、主要な建設資材に著しい価格の変動が生じた場合に請負額の変更を行うことができる制度。

県
西
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

建
設
産
業
の
振
興
を
見
据
え
た

公
共
投
資

※【相対的貧困率】…国民の所得格差を表す指標。年収が全国民の年収の中央値の半分に満たない国民の割合のこと。
※【指定廃棄物】…東京電力福島第1原発事故で発生した放射性セシウムの放射能濃度が1キログラム当たり8,000ベクレルを超える焼却灰や汚泥など、環境大臣が指定した廃棄物。

　

県
議
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
県
議

会
に
お
け
る
審
議
の
様
子
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
本
会
議
と
予
算
特
別
委
員
会
の

中
継
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
五
年
第
二
回
定
例

会
（
六
月
）か
ら
は
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
方

に
も
県
議
会
の
活
動
、
県
政
の
課
題
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
株
式
会
社
常

陽
銀
行
に
も
協
賛
を
い
た
だ
き
、
本
会
議
の
議
会
中
継
に
手
話

通
訳
を
導
入
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

手
話
通
訳
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
本
会
議
の
中
継
画
面
の
右

上
に
手
話
通
訳
者
の
映
像
を
表
示
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
他
に
も
議
長
の
活
動
や
、
各

委
員
会
の
活
動
状
況
、
各
定
例
会
の
概
要
な
ど
県
議
会
に
関
す

る
最
新
情
報
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
お
子
様
に
も
議
会
の
活

動
に
興
味
を
持
ち
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
い
ば
ら
き
県

議
会
キ
ッ
ズ
サ
イ
ト
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ

り
開
か
れ
た
県
議
会
を
目
指
し
、
県
議
会
中
継
及
び
県
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、本
会
議
及
び
予
算
特
別
委
員
会
は
「
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
」

で
も
生
中
継
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

県議会ホームページ http：//www.pref.ibaraki.jp/gikai/
「いばキラTV」 http：//ibakira.tv/

指
定
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

候
補
地
選
定

ことば

板谷波山記念館（筑西市）
早期の対策が必要な危険箇所と
なっている交差点（龍ケ崎市）

体罰防止に向けた研修会の様子
通学用ヘルメットを
着用して下校する児童

一般質問（要旨）

県
議
会
中
継
に
手
話
通
訳
を
導
入
し
ま
す
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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

 

背
景

　

病
院
以
外
で
心
臓
が
原
因
で
心
停
止
に
な
る
件
数
は
、
全
国
で
年
間
二
、

三
万
件
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
突
然
の
心
肺
停
止
を
起
こ
し
た
人
の
救
命

率
は
、
救
命
処
置
が
一
分
遅
れ
る
ご
と
に
約
10
％
の
割
合
で
低
下
し
ま
す
が
、

救
急
車
が
救
命
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
平
均
時
間
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

よ
る
救
命
処
置
が
必
要
で
す
。
平
成
十
六
年
七
月
か
ら
は
、
一
般
の
方
で
も

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
活
用
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
一
般

の
方
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
施
率
は
３
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。「
平
成

二
十
四
年
版
救
急
救
助
の
現
況
」
に
よ
る
と
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
の
一
ヶ
月
後
の
生
存
率
は
約
10
・
３
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
場
合
は
45
・
１
％
で
す
。

 

目
的 

　

県
民
の
救
命
率
の
向
上
の
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
の
普
及
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
の
自
発
的
な
応
急
手
当
の
実
施
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
県
民
の
生
命
及
び
身
体
の
保
護
に
寄
与
す
る
こ
と
。

 

主
な
内
容 

《
県
の
取
組
》

・
多
く
の
利
用
者
が
見
込
ま
れ
る
県
の
施
設
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
。

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
県
の
施
設
に
お
い
て

は
設
置
場
所
及
び
使
用
方
法
を
表
示
す
る
。

《
学
校（
小
中
高
）に
お
け
る
取
組
》

・
学
校
の
教
職
員
に
対
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
知
識
及
び

技
能
を
習
得
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。

・
公
立
学
校
の
新
任
教
諭
に
対
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
救

命
講
習
を
実
施
す
る
。

・
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
知
識

及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。

・
公
立
の
中
学
校
、
高
等
学
校
は
、
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
実
習
を
実
施
す
る
。

・
公
立
以
外
の
中
学
校
、
高
等
学
校
は
、
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
実
習
を
実

施
す
る
よ
う
努
め
る
。

《
県
民
の
取
組
》

・
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
場
合
は
率
先
し
て
応
急
手
当
を
実
施
す
る
よ
う

努
め
る
。

・
大
規
模
な
集
客
を
伴
う
催
し
を
行
う
場
合
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
参
加

者
に
周
知
す
る
よ
う
努
め
る
。

《
事
業
者
の
取
組
》

・
従
業
員
に
対
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
を
習

得
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
た
場
合
は
設
置

場
所
及
び
使
用
方
法
を
表
示
す
る

よ
う
努
め
る
。

　

こ
の
条
例
は
議
員
提
出
で
あ
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
心
肺
蘇
生
法
の
普
及
促

進
を
目
的
と
し
た
全
国
初
の
条
例
で

す
。
本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
に
な

り
ま
し
た
。

「
茨
城
県
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
の
普
及
促
進
に
関
す
る
条
例
」が
今
定
例
会
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た

お知らせ

月日 曜 議 事 予 定

6.  5 水 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

6 木 休会（議案調査）
7 金 休会（議案調査）
8 土
9 日

10 月 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

11 火
議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、

議案常任委員会付託）
12 水 休会（常任委員会）
13 木 休会（常任委員会）

14 金 休会（通学児童生徒の安全確保に関する
　　　調査特別委員会）

15 土
16 日
17 月 休会（議事整理）

18 火 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

　次回の、平成25年第2回定例会は、6月5日から
6月18日までの14日間の会期日程で開催される
予定です。

議
員
提
出

○
茨
城
県
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
の
普
及
促
進
に
関

す
る
条
例

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
五
年
度
当
初
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
四
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
三
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
条
例

○
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に

向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策

を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
茨
城
県
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等

臨
時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
茨
城
県
介
護
基
盤
・
処
遇
改
善
等
臨

時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
茨
城
県
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
使
用

料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
工
業
用
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
地
方
警
察
職
員
定
員
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
警
察
関
係
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
資
金
積
立
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
国
等
が
行
う
土
地
改
良
事
業
に
対
す

る
市
町
の
負
担
額
に
つ
い
て

○
霞
ケ
浦
常
南
、
霞
ケ
浦
湖
北
、
霞
ケ

浦
水
郷
、
那
珂
久
慈
、
利
根
左
岸
さ

し
ま
、
鬼
怒
小
貝
及
び
小
貝
川
東
部

流
域
下
水
道
の
維
持
管
理
に
要
す
る

費
用
に
係
る
関
係
市
町
村
の
負
担
額

に
つ
い
て
（
平
成
二
十
五
年
度
当
初

分
）

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て（
萱

丸
地
区
戸
建
住
宅
用
地
）

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て（
茨

城
県
開
発
公
社
貸
付
地
）

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
県
が
行
う
建
設
事
業
等
に
対
す
る
市

町
の
負
担
額
に
つ
い
て

○
国
及
び
県
等
が
行
う
土
地
改
良
事
業

に
対
す
る
市
町
村
の
負
担
額
に
つ
い
て

○
県
が
行
う
建
設
事
業
等
に
対
す
る
市

町
村
の
負
担
額
に
つ
い
て

○
霞
ケ
浦
常
南
、
霞
ケ
浦
湖
北
、
霞
ケ

浦
水
郷
、
那
珂
久
慈
、
利
根
左
岸
さ

し
ま
、
鬼
怒
小
貝
及
び
小
貝
川
東
部

流
域
下
水
道
の
維
持
管
理
に
要
す
る

費
用
に
係
る
関
係
市
町
村
の
負
担
額

に
つ
い
て
（
平
成
二
十
四
年
度
補
正

分
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
（
中
小
企
業

設
備
近
代
化
資
金
貸
付
金
）

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
（
県
立
中
央

病
院
の
診
療
料
等
）

○
平
成
二
十
四
年
度
茨
城
県
公
営
企
業

会
計
に
係
る
資
本
剰
余
金
の
処
分
に

つ
い
て

○
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
二
年

目
の
三
月
十
一
日
、
県
庁
講
堂
に

お
い
て
東
日
本
大
震
災
二
周
年
追

悼
・
復
興
祈
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
列
し
た
白
田
信
夫
県
議
会
議

長
は
、
犠
牲
者
へ
の
追
悼
の
言
葉

と
と
も
に
、「
震
災
の
経
験
・
教

訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次

の
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
と
と

も
に
、
今
後
の
大
規
模
な
自
然
災

害
に
備
え
る
た
め
、
防
災
体
制
の

強
化
や
大
規
模
な
訓
練
の
実
施
な

ど
総
合
的
な
防
災
・
危
機
対
策
を

積
極
的
に
推
進
し
、
県
民
の
暮
ら

し
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
郷
土

の
豊
か
な
未
来
づ
く
り
を
目
指
し
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。」
と
復
興
に
向
け
た
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
二
周
年
追
悼
・
復
興
祈
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

追悼の辞を述べる白田信夫議長

条例の提案説明を行う菊池敏行議員

AED（自動体外式除細動器）
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総務企画委員会

防災環境商工委員会

保健福祉委員会

常任委員会の審査から
問　

本
県
の
教
育
力
の
向
上
に
は
私

立
学
校
の
助
成
は
重
要
で
あ
る
。
県

で
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
り

私
学
助
成
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　

本
県
の
私
立
学
校
は
、
高
校
生

の
約
25
％
、
幼
稚
園
児
の
約
73
％
を

占
め
、
公
教
育
の
一
翼
を
担
う
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
私
学
振

興
を
図
る
こ
と
は
学
校
教
育
の
発
展

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
方

の
も
と
、
私
学
助
成
の
充
実
に
努
め

て
い
る
。

問　

い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
の
平
成
二
十
五

年
度
の
運
営
と
、
ス
ポ
ー
ツ
中
継
実

施
を
含
め
た
今
後
の
番
組
作
り
の
考

え
方
は
。

答　

平
成
二
十
五
年
度
は
地
域
情
報

を
積
極
的
に
収
集
し
小
ま
め
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
投
稿
や
ゲ

ス
ト
出
演
な
ど
県
民
の
皆
様
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
中
継

の
配
信
に
は
課
題
が
あ
る
が
、
今
後

視
聴
者
数
も
考
慮
し
な
が
ら
配
信
に

向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

ひ
た
ち
な
か
地
区
で
は
、
水
戸

対
地
射
爆
撃
場
返
還
国
有
地
処
理
大

綱
制
定
後
三
十
年
が
経
過
し
た
が
、

国
有
地
の
開
発
が
進
ま
ず
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
が
見
え
な
い
。
今
後
の

土
地
利
用
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

地
元
と
一
体
で
作
成
し
た
土
地

利
用
計
画
を
も
と
に
国
営
公
園
や
茨

城
港
常
陸
那
珂
港
区
な
ど
で
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
が
進
展
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
地
区
の
発
展

に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問　

つ
く
ば
市
長
が
土
浦
市
と
の
合

併
に
前
向
き
な
発
言
を
し
た
と
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
合
併
す
る
場
合
は

何
か
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
か
。

答　

合
併
特
例
法
が
改
正
さ
れ
、
国

の
支
援
と
し
て
交
付
税
の
合
併
算
定

替
な
ど
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

今
後
、
具
体
的
な
動
き
が
出
て
く
れ

ば
、
県
と
し
て
も
、
必
要
な
助
言
を

行
う
ほ
か
、
適
切
な
支
援
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、「
義
務
付
け
・
枠
付
け
」

の
第
四
次
見
直
し
に
対
す
る
本
県
へ

の
影
響
、
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
を
効
果
的

に
使
っ
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
も

質
問
）

問　

県
内
の
消
防
団
員
数
は
減
少
し

て
い
る
。
団
員
確
保
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
思
う
が
、
入
団
促
進
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

県
で
は
、
消
防
団
の
充
実
強
化

の
一
つ
と
し
て
、
女
性
の
入
団
促
進

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
現
在
三
十
六

団
体
に
五
百
十
一
名
の
女
性
団
員
が

い
る
が
、
さ
ら
な
る
拡
充
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問　

こ
れ
ま
で
霞
ヶ
浦
浄
化
に
多
額

の
予
算
を
投
入
し
て
き
た
が
、
水
質

改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
県
は
、

下
水
道
終
末
処
理
水
な
ど
、
霞
ヶ
浦

に
流
入
す
る
窒
素
・
リ
ン
濃
度
の
低

減
に
、
徹
底
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
霞
ケ
浦
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
リ
ン
濃
度
を
さ
ら
に
低
減
さ

せ
る
新
た
な
施
設
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。
湖
沼
水
質
保
全
計
画
の
下

に
、
関
係
各
課
の
対
策
を
統
合
し
な

が
ら
、
水
質
浄
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

問　

大
卒
等
未
就
職
者
人
材
育
成
事

業
は
県
が
数
年
前
か
ら
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
年
々
正

規
雇
用
率
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
度
は
特
に
良
い
結
果

だ
っ
た
が
、
要
因
は
。 

答　

平
成
二
十
四
年
度
は
二
百
四
名

に
対
し
研
修
を
行
い
、
百
七
十
七
名

が
就
職
決
定
、
そ
の
う
ち
百
七
十
一

名
が
正
規
雇
用
と
な
っ
た
。
三
年
目

と
な
り
、
受
託
事
業
者
に
お
け
る
ノ

ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
や
、

正
規
雇
用
率
の
目
標
を
掲
げ
、
受
託

事
業
者
と
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

問　

成
長
産
業
振
興
協
議
会
で
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答　

協
議
会
の
会
員
企
業
に
対
し
、

成
長
分
野
に
関
連
す
る
業
界
動
向
な

ど
の
情
報
提
供
や
、
大
手
企
業
な
ど

の
工
場
視
察
、
製
品
開
発
に
関
す
る

勉
強
会
、
大
手
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
大
学
の

教
授
や
技
術
者
な
ど
に
よ
る
技
術
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
微
小
粒
子
状
物
質
Ｐ
Ｍ

２
・
５
へ
の
対
応
、
震
災
の
中
小
企

業
へ
の
影
響
な
ど
も
質
問
）

問　

平
成
二
十
五
年
度
に
県
立
中
央

病
院
へ
導
入
予
定
の
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
に
よ
る
手

術
の
特
長
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

従
来
の
が
ん
手
術
よ
り
も
身
体

的
な
負
担
が
少
な
く
、
安
全
で
精
度

が
高
い
。
昨
年
四
月
に
前
立
腺
が
ん

手
術
が
保
険
適
用
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
急
速
に
普
及
し
、
二
月
現
在

で
全
国
で
八
十
七
台
、
県
内
で
は
二

台
目
の
導
入
と
な
る
。

問　

平
成
二
十
五
年
度
は
第
二
期
県

立
病
院
改
革
の
最
終
年
度
で
あ
り
、

目
標
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
取
り

組
む
と
の
こ
と
だ
が
、
課
題
は
。

答　

経
営
状
況
を
良
く
す
る
に
は
医

療
人
材
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。
そ

の
た
め
中
長
期
的
に
は
県
立
病
院
で

医
療
人
材
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
県
立
病
院
の
重
要
な
役
割
と
し

て
、
確
保
・
育
成
し
た
医
療
人
材
を

県
北
な
ど
の
医
師
不
足
地
域
へ
派
遣

し
、
茨
城
全
体
の
医
療
の
崩
壊
を
防

ぎ
、
医
療
の
質
も
高
め
て
い
き
た
い
。

問　

鹿
島
労
災
病
院
は
こ
こ
数
年
で

大
幅
に
医
師
が
減
少
し
、
特
に
整
形

外
科
、
外
科
、
神
経
内
科
は
常
勤
医

が
い
な
く
な
る
な
ど
非
常
に
由
々
し

き
事
態
で
あ
る
。
現
状
の
認
識
と
今

後
の
対
応
は
。

答　

鹿
島
労
災
病
院
は
地
域
に
お
け

る
大
変
重
要
な
病
院
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
県
で
は
こ
れ
ま
で
も
派

遣
元
大
学
な
ど
に
医
師
派
遣
を
要
請

し
て
き
た
。
今
後
も
地
元
と
一
体
と

な
っ
て
地
域
医
療
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問　

今
般
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
が
保
険

適
用
と
な
り
、
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん

の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
た
と
考
え
る
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
が
ん
検
診
に
取
り

入
れ
る
考
え
は
。

答　

平
成
二
十
四
年
度
、
国
が
設
置

し
た
「
が
ん
検
診
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
会
」
に
お
い
て
胃
が
ん
検
診

へ
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
導
入
に
つ
い

て
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
県
と
し
て
も
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
脱
法
ハ
ー
ブ
等
の
薬
物

乱
用
防
止
対
策
の
強
化
、
ロ
ボ
ッ
ト

ス
ー
ツ
の
医
療
機
器
承
認
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

公教育の一翼を担う私立学校（写真は私立幼稚園の活動の様子）

訓練中の女性消防団員

今後の活用が期待される手術支援ロボット「ダヴィンチ」

患
者
の
身
体
的
負
担
が
少
な
く

安
全
で
精
度
が
高
い

「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
手
術
の
特
長
は

女
性
団
員
の
拡
充
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る

私
立
学
校
へ
の
助
成
の
考
え
方
は

私
学
振
興
を
図
る
こ
と
は
学
校
教
育
の

発
展
に
と
っ
て
重
要

消
防
団
へ
の
入
団
促
進
の
取
り
組
み
は
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農林水産委員会

土木企業委員会

文教警察委員会

問　

農
業
は
、
古
い
産
業
で
あ
る
と

同
時
に
最
先
端
の
産
業
で
も
あ
る
。

県
で
は
こ
れ
ま
で
茨
城
農
業
改
革
を

十
年
間
進
め
て
き
た
が
、
本
県
農
業

の
将
来
像
は
。

答　

震
災
や
原
発
事
故
が
あ
っ
て
も

な
お
、
農
業
産
出
額
全
国
第
二
位
を

維
持
で
き
た
の
は
、
農
業
改
革
で
農

業
者
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。
農
業
は
、
ア
イ
デ
ア
次
第

で
様
々
な
こ
と
が
で
き
る
総
合
産
業

で
あ
る
。
も
う
か
り
、
や
り
が
い
を

持
て
る
産
業
に
し
た
い
。

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
貿
易

自
由
化
の
流
れ
は
避
け
て
通
れ
な
い

が
、
県
と
し
て
、
そ
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

答　

全
国
第
二
位
の
農
業
産
出
額
を

維
持
す
る
た
め
、
茨
城
農
業
改
革
を

し
っ
か
り
と
進
め
る
。
具
体
的
に
は
、

高
品
質
で
安
全
安
心
、
買
っ
て
も
ら

え
る
農
産
物
づ
く
り
を
基
本
に
、
新

規
就
農
者
の
確
保
や
規
模
拡
大
、
六

次
産
業
化
の
推
進
、
輸
出
促
進
な
ど

を
進
め
る
。

問　

新
規
事
業
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

利
活
用
促
進
事
業
で
行
う
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
計
画
の
策
定
時
期
は
。
ま

た
、
地
域
利
用
モ
デ
ル
事
業
で
支
援

す
る
木
質
チ
ッ
プ
製
造
施
設
等
の
具

体
的
な
事
業
箇
所
は
。

答　

平
成
二
十
五
年
度
内
に
現
地
調

査
を
行
い
今
後
五
ヶ
年
間
の
利
活
用

計
画
を
策
定
す
る
。
さ
ら
に
、
常
陸

大
宮
市
の
温
浴
施
設
に
お
い
て
、
木

質
ボ
イ
ラ
ー
導
入
に
伴
う
燃
料
用

チ
ッ
プ
製
造
施
設
の
建
設
計
画
が
あ

り
、
支
援
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
は
高
値
で
取

引
さ
れ
て
い
る
。「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」

を
他
県
に
負
け
な
い
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン

ド
に
育
て
て
い
く
に
は
。

答　
「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」
は
、
市
場

関
係
者
か
ら
甘
く
て
お
い
し
い
イ
チ

ゴ
と
の
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
そ

の
た
め
新
規
事
業
に
よ
り
外
部
有
識

者
を
招
い
た
検
討
会
を
開
き
、
よ
り

高
く
売
れ
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
、
他
県
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
制
限

解
除
、
耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど
も
質

問
）

問　

茨
城
港
常
陸
那
珂
港
区
の
取
扱

貨
物
量
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
北
関

東
三
県
を
中
心
に
、
経
済
界
も
含
め
、

県
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
港
湾
振
興

を
図
る
べ
き
で
は
。

答　

北
関
東
は
製
造
業
の
立
地
が
多

く
、
北
関
東
道
の
利
便
性
も
あ
る
。

大
手
荷
主
企
業
へ
の
訪
問
に
よ
る

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
船
会
社

と
も
相
談
し
な
が
ら
港
湾
利
用
の
課

題
解
決
に
繋
げ
、
取
扱
貨
物
量
の
増

加
に
努
め
る
。

問　

東
北
地
方
で
の
入
札
不
調
が
増

え
て
い
る
が
本
県
の
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
入
札
不
調
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

答　

本
県
の
入
札
不
調
発
生
率
は
、

数
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
大
き
な
影

響
は
な
い
と
見
て
い
る
。 

な
お
、
予

防
的
対
応
と
し
て
、
技
術
者
の
専
任

期
間
の
緩
和
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
入
札
不
調

の
発
生
が
顕
著
に
な
る
場
合
は
、
さ

ら
な
る
対
応
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

問　

公
共
土
木
施
設
の
維
持
管
理
に

係
る
予
算
と
新
設
に
係
る
予
算
が
必

要
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
。

答　

今
後
は
、
維
持
管
理
に
係
る
費

用
が
増
え
て
く
る
状
況
で
あ
る
が
、

新
設
に
係
る
予
算
の
確
保
も
必
要
で

あ
る
た
め
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

よ
り
、
維
持
管
理
に
係
る
費
用
の
コ

ス
ト
削
減
や
各
年
の
予
算
の
平
準
化

を
図
り
対
応
し
て
い
く
。

問　

災
害
時
に
お
け
る
浄
水
場
間
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
強
化
や
、
浄

水
場
の
災
害
対
策
は
。

答　

浄
水
場
間
に
緊
急
連
絡
管
や
増

圧
ポ
ン
プ
を
設
け
、
災
害
時
に
水
の

相
互
融
通
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、

浄
水
場
を
含
め
た
施
設
耐
震
化
な
ど

の
予
防
対
策
の
推
進
と
併
せ
、
災
害

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
災
害
時
の
電
源
対
策
と
し

て
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
及
び

太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
県
内
建
設
業
者
の
育
成
・

支
援
策
、
工
業
団
地
に
係
る
企
業
誘

致
の
現
状
及
び
今
後
の
方
策
な
ど
も

質
問
）

問　

通
学
路
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、

運
転
者
、
歩
行
者
、
子
ど
も
の
目
線

で
見
た
場
合
で
は
全
く
違
っ
て
く
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
対
策
を
し
て
ほ

し
い
。
警
察
と
し
て
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。

答　

子
ど
も
の
目
線
で
感
じ
る
危
険

箇
所
は
大
人
の
目
線
と
は
違
う
と
こ

ろ
が
あ
る
。
子
ど
も
目
線
で
の
危
険

箇
所
の
把
握
は
大
変
有
効
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ

た
交
通
安
全
対
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。

問　

新
規
の
信
号
機
は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
は
既
設
の
信
号
機
で
も
で
き
る

限
り
早
急
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

県
内
の
信
号
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
状
況

と
今
後
の
設
置
見
込
み
は
。

答　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
新
設
あ

る
い
は
更
新
す
る
信
号
機
は
全
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
る
。
県
内
の
約
六
千

基
の
信
号
機
の
う
ち
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
整

備
率
は
30
％
強
で
あ
る
。
今
後
と
も

予
算
の
範
囲
内
で
効
率
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

県
で
は
対
象
別
に
三
種
類
の
家

庭
教
育
支
援
資
料
を
作
成
し
保
護
者

に
配
付
し
て
い
る
が
、
中
学
生
の
保

護
者
へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

答　

三
歳
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
保

護
者
を
対
象
と
し
て
配
付
す
る
家
庭

教
育
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ほ
か
、
中
学
生

の
保
護
者
向
け
に
は
「
思
春
期
の
子

ど
も
と
向
き
合
う
た
め
に
」
と
い
う

冊
子
を
作
成
し
配
付
す
る
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

体
罰
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

教
師
が
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
際

に
、
萎
縮
し
て
指
導
が
で
き
な
く
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
。

答　

体
罰
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ

て
も
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
事
例
を

盛
り
込
ん
だ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

体
罰
と
指
導
の
違
い
を
極
力
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
体
罰
に
関
す
る
情

報
を
学
校
全
体
で
共
有
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
民
安
心
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
、
特
別
支
援
学
校
新
設
に
伴

う
問
題
な
ど
も
質
問
）

安定栽培や高付加価値化に向けた取り組みを
（山間地帯特産指導所で開催したリンゴの現地検討会の様子）

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
進
め

取
扱
貨
物
量
の
増
加
に
努
め
る

茨
城
農
業
改
革
が
目
指
す

本
県
農
業
の
将
来
像
は

も
う
か
り
、
や
り
が
い
の
持
て
る

産
業
に

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
対
策
は

子
ど
も
目
線
に
立
っ
た

交
通
安
全
対
策
を
進
め
る

さ
ら
な
る
港
湾
振
興
が
必
要
で
は

さらなる港湾振興を（茨城港常陸那珂港区）

交通安全指導の様子
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○緊急輸送対策強化事業
緊急輸送道路や重要港湾の耐震強化岸壁の整
備など  108億900万円
○津波対策強化事業
海岸や津波遡上（そじょう）区域における堤
防・護岸のかさ上げ、海岸防災林の整備など
 25億9,600万円
○県有施設耐震強化事業
県立学校、警察施設、消防学校などの県有施
設の耐震改修 27億7,400万円
○防災情報ネットワークシステム再整備事業
衛星・地上回線により、県・市町村・防災関
係機関をネットワーク化するためのシステム
の整備（平成28年度稼動予定） 1億5,400万円
○茨城をたべよう収穫祭開催事業
本県産農林水産物及び加工品の直売などを行
う「収穫祭」の開催（11月予定） 2,000万円
○宿泊観光推進事業
本県への宿泊観光客等の回復のためのプレミ
アム付き宿泊券の発行 5,600万円
○常陸国風土記1300年記念事業
風土記編さん開始から1300年を記念したフォー
ラムの開催や風土記関連資料の展示など 
 1,000万円

⑴経済対策
○中小企業の資金繰り支援（中小企業融資資金貸付金）

（新規融資枠）
・東日本大震災復興緊急融資の継続 240億円
・パワーアップ融資の充実 320億円
・セーフティネット融資の充実 390億円
※中小企業融資資金貸付金利用者の返済負担軽減のた
　めの融資利率を0.1%引き下げ 
○公共事業（特別会計・企業会計含む）
・平成25年度当初予算 1,043億円
・平成24年度最終補正予算 358億円
               計　1,401億円

⑵雇用対策
事業規模 55億円（3,300人以上の雇用創出）
・うち県事業 48億円（2,900人以上の雇用創出）
○雇用復興推進事業（10億円、約1,330人）
　被災（求職）者の雇用に要する費用への助成

○研修・雇用一体型事業（11億円、約560人）
大卒等未就職者人材育成、福祉・介護職員確保、
医師事務作業補助者確保など

○地域雇用創出・重点分野（27億円、約1,060人）
児童福祉施設子育て支援体制緊急整備事業、中
学校生活スタート支援事業など

○次代を担う若手医師育成拠点づくり事業
地域医療支援センターでの後期研修医等に対
する研修プログラムの作成、実践など
 2,600万円
○安心こども支援事業
民間保育所及び認定こども園の整備などに対
する支援 29億4,300万円
○在宅医療・介護連携推進事業
在宅での医療と介護の連携のための各地域に
おけるモデル事業の実施など 7,200万円
○安心安全な生活道路整備事業
通学路の緊急合同点検結果を踏まえた通学路
への歩道設置など 38億1,100万円
○公募型新たな水質浄化空間創出事業
リン濃度の削減やアオコの抑制などへの効果
的技術に係る公募型実証試験の実施

1,800万円
○木質バイオマス利活用促進事業
木質バイオマス利用施設の整備及び燃料用原
木の収集にかかるモデル事業への支援など 

3億300万円

○いばらき理科教育推進事業
小中学校における理科ボランティアなどを活
用した理科実験や自由研究の指導充実など 

700万円
○元気いばらき選手育成強化事業
平成31年の国民体育大会本県開催に向けての
選手発掘・育成・強化 2億800万円
○第38回全国高等学校総合文化祭茨城大会推進事業
平成26年の全国高等学校総合文化祭本県開催
に向けての準備、プレ大会の開催 5,300万円

○いばらきっ子郷土検定事業
中学２年生を対象とした郷土への愛着や誇り
を育むための郷土検定の実施 200万円
○いじめ問題緊急対応事業
いじめの早期発見、解決のための「いじめ解
消サポートセンター」の運営など 1,700万円

○再生可能エネルギー普及推進事業
県民の再生可能エネルギーに関する意識醸成や
導入に向けた地域課題解決へのサポートなど 

300万円
○成長産業振興プロジェクト事業
成長分野への中小企業の参入を促進するため
の共同研究、研究開発への支援など

3,300万円
○いばらきの畑地再生事業
耕作放棄地の解消及び未然防止に向けた整地や
土壌改良などのモデル事業への支援 800万円
○空港就航対策利用促進事業
割引レンタカー制度の拡充、乗合タクシーの
実証運行や空港機能の整備など 4億7,700万円
○外国人観光客誘客促進事業
航空会社と一体となった本県観光PR事業や
旅行商品造成に対する支援など 1億2,600万円

○第6次行財政改革大綱（平成24年度～平成28年度）
⑴財政健全化目標
健全化判断比率の改善、県債残高の縮減、プ
ライマリーバランスの黒字化、県債管理基金
からの繰替運用の縮減

⑵県保有土地対策による将来負担額の縮減
早期の土地処分に取り組むとともに、将来負
担額の縮減を図るために必要な対策額を措置
　　→平成25年度対策額 105億円程度
⑶歳出改革
人件費の抑制、公共投資の縮減・重点化、事
務事業の見直しなど
　　→平成25年度の財源確保額 75億円程度
⑷歳入の確保
県税滞納額の縮減、県有財産の有効活用、収
入未済額の縮減など
    → 平成25年度の財源確保額 15億円程度

歳  入  総  額

1兆784億6，500万円

歳  出  総  額
1兆784億6，500万円

366，687円

県民1人当たりに換算すると

歳　入

29.2％県税
3，149億9，900万円

4.0％
地方譲与税
431億4，000万円

1.1％
使用料及び手数料
114億4，800万円 0.9％

分担金及び負担金
95億6,700万円

4.5％繰入金
485億7，700万円

16.3％地方交付税
1，758億7，400万円

13.7％県債
1，482億4,200万円

12.8％諸収入
1，384億6，200万円

歳　出

1.5％その他
159億8，900万円

・生活環境費
・労働費　
・議会費
・予備費

・地方特例交付金  ・寄附金  ・繰越金
・交通安全対策特別交付金  ・財産収入

3.6％総務費
387億1，700万円

25.1％教育費
2，707億300万円

17.6％保健福祉費
1，897億5，500万円

9.3％商工費
1，008億3，500万円

8.6％土木費
922億9，200万円

5.6％警察費
600億7，000万円

5.1％

地方消費税清算金
544億2，200万円

11.9％

国庫支出金
1，276億9，900万円

2.7％企画開発費
292億8，000万円 1.0％災害復旧費

102億5，500万円

（3月1日現在 人口2,941,109人）

0.5％
その他
60億3，500万円

13.5％公債費
1，454億3，800万円

4.3％農林水産業費
470億5，800万円

7.2％諸支出金
780億7，300万円

主 な 事 業

平成 25 年度一般会計予算の内訳

人が輝くいばらきづくり

活力あるいばらきづくり

住みよいいばらきづくり 
生活大県づくりの推進

東日本大震災からの復旧・復興、防災体制の強化

財政健全化に向けた取り組み経済・雇用対策
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支出 収入

平成２5年度の茨城県の当初予算を“家計簿”に例え、
昨年度（平成２4年度当初予算）と比較してみました

いばらき家の家計簿
平成25年度茨城県一般会計予算（当初）平成２5年度

当初予算

家計簿1万円＝県予算10億円
(　)内はH24との比較

平成25年度当初予算については 検索茨城県予算

給与（基本給）･･････････ 368万円
県税

パート収入 ･･････････････ 25万円
使用料・手数料など

給与（諸手当） ･････････ 221万円
地方交付税など

預金引き出し ････････････ 49万円
繰入金

ローン借入 ･････････････ 148万円
県債
（資産形成43万円、消費105万円）

繰越金 ･･････････････････ 1万円
前年度からの繰越金

合計･･････････････････ 1,078万円

友人からの援助 ･････････ 128万円
国庫支出金

子どもの事業からの返済･･138万円
諸収入

（+6）

（△8）

（　-）

（+12）

（△14）

（△5）

（　-）

（△21）

（△30）

ローン残高 ･･････････ 2,083万円

債務負担予定額、公営企業・三セクへの負担、
退職手当等の将来負担見込（対H22決算△33）

（+18）

連帯保証等(H23決算)･･･

県債残高
（資産形成1,304万円、消費779万円）

普通預金残高･･････････16万円
一般財源基金残高 （+8）

合計 ････････････････

生活費･････････････････368万円
　人件費、物件費　　　　　　　

医療・介護・教育費など･･293万円
　扶助費、補助費等　　　　　　

家の修復・防災対策など･･136万円
　投資的経費、維持修繕費   　　

子どもの事業への貸付など･132万円
　貸付金、繰出金　　　　　　　

ローン返済･････････････145万円
　公債費（元金117万円、利子28万円）

預金（子育て、健康等）････4万円
　積立金　　　　　　 　　　　　

（△30）

（+1）

（+2）

（△22）

（△8）

（+10）

（△13）

1,078万円

617万円

鈴
木
亮
寛
委
員
（
自
民
）　

み
ら
い
平
地
区

に
お
い
て
は
、
平
成
五
年
五
月
の
事
業
認
可

よ
り
約
二
十
年
と
い
う
歳
月
を
経
て
、
間
も

な
く
地
区
内
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

造
成
工
事
な
ど
が
お
お
む
ね
完
了
し
、
近
い

う
ち
に
換
地
処
分
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
の
み
ら
い
平
地
区
の
土
地
分
譲
を
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長　

今
後
は
、
常
磐
道
よ
り
西
側
エ

リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
変
重
要
で
あ
る
た
め
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
活
用
し
た
住
宅
街
区
の
形
成
を
図
る
と
と

も
に
、
商
業
・
業
務
系
を
は
じ
め
、
生
活

利
便
施
設
な
ど
の
誘
致
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
郷
土
教
育
の
推
進
、
消
防
無
線
と

指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
化
計
画
な
ど
も
質
問
）

宮
﨑
勇
委
員
（
自
民
）　

喫
煙
は
人
の
健
康

だ
け
で
は
な
く
、
医
療
費
の
増
大
や
労
働
力

の
損
失
な
ど
の
社
会
的
損
失
も
大
き
い
。
喫

煙
者
を
減
ら
し
、
県
民
の
健
康
や
財
産
を
守

る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
禁
煙
対
策
を
進

め
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

新
た
に
作
成
し
た
「
健
康

い
ば
ら
き
21
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
平
成
二
十

九
年
度
ま
で
に
、
喫
煙
率
を
現
在
よ
り
男
性

で
11
・
６
ポ
イ
ン
ト
、
女
性
で
５
・
１
ポ

イ
ン
ト
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
重
点
目
標
と
し

て
設
定
し
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

健
康
影
響
に
つ
い
て
の
啓
発
の
強
化
や
、
禁

煙
支
援
を
行
う
相
談
機
関
を
さ
ら
に
増
や
す

な
ど
の
体
制
整
備
を
進
め
、
目
標
達
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
、
看
護
職

員
の
職
場
環
境
の
充
実
も
質
問
）

齋
藤
英
彰
委
員
（
民
主
）　

地
域
の
中
核
と

な
る
医
療
機
関
の
施
設
整
備
へ
の
支
援
が
重

要
で
あ
る
が
、
日
製
日
立
総
合
病
院
の
震
災

復
旧
支
援
や
、
北
茨
城
市
立
総
合
病
院
と
秦

病
院
の
建
て
替
え
支
援
へ
の
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
長　

日
製
日
立
総
合
病
院
で
は

耐
震
性
を
備
え
た
新
棟
の
建
設
を
進
め
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
も
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
整
備
を
支
援
し
て
き
た
。
今
後
も
本
館
棟

の
整
備
に
対
し
、
地
域
医
療
再
生
基
金
や
耐

震
化
基
金
を
活
用
し
て
補
助
を
行
い
、
早
期

復
旧
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
北
茨
城
市
立

総
合
病
院
と
秦
病
院
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
の

基
金
を
活
用
し
、
適
切
な
医
療
提
供
体
制
の

早
期
確
保
を
支
援
す
る
。

（
ほ
か
に
、
児
童
虐
待
防
止
、
茨
城
港
日
立
港

区
の
復
旧
状
況
と
利
活
用
展
開
な
ど
も
質
問
）

西
野
一
委
員
（
自
民
）　

県
産
材
の
利
活
用

の
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、
住
宅
市
場
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
優
れ
た
木
材
の
安
定
供

給
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
幅
広
い
年
齢

層
に
木
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

農
林
水
産
部
長　

県
産
材
を
使
用
し
た
木
造

住
宅
建
築
へ
の
補
助
や
学
校
で
の
木
製
品
導

入
支
援
の
ほ
か
、
森
林
林
業
体
験
学
習
で
の

木
工
教
室
な
ど
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
木
に
親

し
む
た
め
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、「
い
ば
キ
ラ
Ｔ

Ｖ
」
な
ど
で
幅
広
い
世
代
に
木
の
良
さ
や
県

産
材
を
使
う
こ
と
の
意
義
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
企
業
誘
致
の
推
進
、
茨
城
マ
ル

シ
ェ
の
運
営
な
ど
も
質
問
）

江
田
隆
記
委
員
（
自
県
ク
）　

つ
く
ば
国
際

戦
略
総
合
特
区
の
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

進
め
て
い
る
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
※
が
実
用
化
す
れ
ば
、

本
県
が
が
ん
治
療
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
、
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
産
業
と
し

て
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
Ｂ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
の
実
用
化
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
と

知
事
の
決
意
は
。

知
事　

加
速
器
の
稼
働
、
臨
床
実
験
、
先
進

医
療
の
承
認
を
経
て
本
格
的
な
治
療
に
入
る

計
画
で
あ
る
。
特
区
制
度
を
利
用
し
、
国
と

運
用
面
で
の
対
応
を
協
議
し
な
が
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
。
Ｂ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
は
実
用
可
能
性
、
新
産
業
創
出
の
期
待
が

高
い
。
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中
に
普
及
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
治
験
事
業
、

「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
の
導
入
な
ど
も
質
問
）

神
達
岳
志
委
員
（
自
民
）　

大
型
公
共
投
資

の
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
十
五
ヶ
月
予
算
の
執

行
に
あ
た
っ
て
は
、
発
注
者
が
計
画
を
立
て
、

工
事
発
注
の
過
度
な
集
中
に
よ
る
建
設
業
者

や
資
機
材
の
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
、
円
滑

な
事
業
の
執
行
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

発
注
の
平
準
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

土
木
部
長　

速
や
か
に
十
五
ヶ
月
予
算
の
発

注
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
な
早
期
発
注
に

努
め
て
い
く
。
年
度
途
中
に
お
い
て
も
、
工

事
入
札
の
不
調
・
不
落
と
い
っ
た
建
設
業

者
の
受
注
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
随
時
発
注

計
画
を
見
直
す
な
ど
、
技
術
者
や
資
機
材
の

確
保
に
配
慮
し
な
が
ら
、
計
画
的
な
執
行
に

努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ス
ラ
イ
ド
制
度
の
活
用
、
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
活
用
推
進
な
ど
も
質
問
）

八
島
功
男
委
員
（
公
明
）　

将
来
負
担
比
率

の
改
善
に
は
、
県
債
残
高
の
縮
減
に
加
え
、

保
有
土
地
に
係
る
将
来
負
担
見
込
額
を
含
む
、

債
務
負
担
行
為
に
基
づ
く
支
出
予
定
額
や
、

出
資
法
人
な
ど
へ
の
損
失
補
償
の
削
減
が
必

要
で
あ
る
。
過
去
の
負
の
遺
産
を
迅
速
に
整

理
す
べ
き
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
財
政
健
全
化

に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

財
政
健
全
化
に
は
将
来
負
担
額
の
縮

減
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
県
出
資
団
体
等
調

査
特
別
委
員
会
の
提
言
を
踏
ま
え
、
保
有
土

地
の
対
策
前
倒
し
と
早
期
処
分
を
進
め
る
。

ま
た
、
事
務
事
業
見
直
し
な
ど
の
歳
出
削
減
、

県
税
徴
収
率
向
上
な
ど
の
歳
入
確
保
と
併
せ
、

企
業
誘
致
や
産
業
振
興
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。

（
ほ
か
に
、
工
業
団
地
造
成
委
託
債
務
確
定

に
係
る
譲
渡
債
務
、
中
小
企
業
金
融
支
援
な

ど
も
質
問
）

大
内
久
美
子
委
員
（
共
産
）　

東
海
第
二
発

電
所
は
運
転
開
始
か
ら
三
十
四
年
を
経
過
し
、

老
朽
化
に
伴
う
危
険
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

知
事
は
廃
炉
を
決
断
し
、
国
と
日
本
原
子
力

発
電
に
対
し
廃
炉
と
廃
炉
管
理
を
安
全
に
行

う
よ
う
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

原
子
力
規
制
委
員
会
で
は
、
七
月
以

降
、
新
た
な
安
全
基
準
に
基
づ
き
全
国
の
発

電
所
の
安
全
審
査
を
順
次
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
東
海
第
二
発
電
所
は
未

定
で
あ
り
、
再
稼
働
の
判
断
は
か
な
り
先
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
日
本
原
子
力
発
電
の

将
来
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

を
構
築
し
て
い
く
中
で
、
国
が
考
え
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
策
、
賃
上
げ
促
進
策
な
ど
も
質
問
）

石
井
邦
一
委
員
（
自
民
）　

救
急
医
療
情
報

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
夜
間
な
ど
に

診
療
可
能
な
医
療
機
関
を
案
内
し
て
い
る
が
、

医
療
機
関
に
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
事
例
が

あ
っ
た
。
県
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

体
制
を
築
く
た
め
現
場
の
果
た
す
機
能
や
役

割
を
確
認
す
る
検
証
体
制
が
必
要
で
は
。

保
健
福
祉
部
長　

救
急
医
療
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
検
証
に
お
い
て
県

民
へ
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
の
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
現
場
へ
の
抜
き
打
ち
の
電
話
な

ど
現
場
の
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
強
化
や
委
託
先

の
茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

強
化
に
よ
り
、
窓
口
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農
山
漁
村
の
維
持
確
保
対
策
、

安
心
で
き
る
防
災
減
災
対
策
な
ど
も
質
問
）

※【BNCT】…がん細胞に取り込まれたホウ素薬剤と小型加速器などから得られる中性子との反応を利用して、正常な細胞を傷つけることなく、がん細胞だけを
選択的に破壊する新しいがんの治療法。

ことば

予 算 特 別 委 員 会

鈴す
ず
き木　

亮
り
ょ
う
か
ん寛　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

宮み
や
ざ
き﨑　

　

勇
い
さ
む　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

齋さ
い
と
う藤　

英ひ
で
あ
き彰　

（
民　

主
　

党
）

西に
し
の野　

　

一
は
じ
め　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

江え

だ田　

隆た
か
の
り記　

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

神か
ん
だ
つ達　

岳た
け
し志　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

八や
し
ま島　

功い
さ
お男　

（
公　
　

明　
　

党
）

大お
お
う
ち内

久く

み

こ
美
子　
（
日
本
共
産
党
）

石い
し
い井　

邦く
に
か
ず一　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者
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この広報紙は再生紙を使用しています

　県議会では、県民の皆様から選挙で選ばれた議員が明日の茨城県の発展と県民の豊かな暮らしに向けて、どのようなことをして
いけば良いのかを話し合って決めています。ここでは、県議会の役割と審議（話し合い）の流れについて概要をご紹介します。

県議会の役割は？
  県民の代表者による話し合いの場 
　私たちの住む茨城県を、より良い郷土にしていくためには、みんなで話し合
い、そして決めたことを実行していかなければなりません。しかし、県民全員
が集まって相談することは、実際には困難です。
　そこで、選挙によって代表者を選び、県民のために働いてもらう、という議
会政治の方法がとられ、県議会が設けられています。 
　県議会は、県民から選ばれた議員によって構成され、県民全体を幸福にする
ための方法について、話し合って決めています。なお、このような相談・決定
の場を、議事機関といいます。
  知事などの仕事を検査・調査 
　 県議会で決められたことは、知事部局・教育委員会・公安委員会などにお
いて、実行に移されます。決められたことに基づき実際に仕事をする、これら
のところを、執行機関といいます。
　執行機関の仕事が適正なものか、決められたとおりに進められているかどう
かについて、県議会は検査・調査をする権限を持ち、事務の内容について確認
しています。県議会（議事機関）と執行機関は、それぞれ独立した機関として対
等の立場にあり、互いに協力して県政を運営しているところから、車の両輪に
たとえられています。

県議会ではどうやって物事が決められているの？
  本会議、委員会、そして再度本会議へ 
　議員、または知事から提出された議案は本会議にかけられます。この本会議は全議員で行われ
ます。ここで議案その他必要なことがらすべてについて審議しますが、議案は複雑なもの、専門
的なものなどが多く、簡単には決められません。
　そこで、より詳しく審査するために専門の委員会が設けられています。この委員会で審査され
た後、さらに本会議で再度審議されて採決されます。

　議案についての質疑・県政についての質問
　本会議では、議案についてただす「質疑」と、県政一般についてただす「質問」が一括してな
されますが、議員個人の立場で行うのを「一般質問」、会派を代表して行うのを「代表質問」と
いいます。

  可決した議案は 
　県議会で議決した予算、条例をはじめとする会議の結果は、知事に送付されます。知事などの
執行機関は、県議会で決定したことに基づいて、実際の仕事を進めていきます。
　また、県議会では、県だけでは解決できない問題については、国をはじめとする行政機関に意
見書を提出して協力を求めたり、県議会の意思を明確にするための、決議を行ったりしています。

本会議の議席図（平成25年4月1日現在）
　本会議の時に座る議員の席（議席）はこのような配置となっています。

  2本の柱（議事機関と執行機関） 
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